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■制作スタッフ 
　今出和史・入江勝浩・石村隆男・影山太一・渡部珠未 
　・すぎはらみきを 
■制作／（有）地域未来 
●印刷協力／今井印刷株式会社 
●製本協力／日宝製本米子工場 

大山中海エリア 
イベント情報誌 

発行／　　　　　　　　 大山山麓観光推進協議会 
　　　 NPO大山中海観光推進機構 
大山王国ホームページ http://www.daisenking.net/

新刊・新譜情報 

1970年三朝町生まれの
ギタリスト。95年に単身上
京してギター弾き語りを始
める。初ＣＤとなった本作は「春色のかげろう」「紅い花」「遠
回り」「サイレン｣の４曲を収録。彼の第一印象そのままに、
爽やかで心にしみいる曲ばかりです。試聴可能ですので是
非一度地元のアーティストコーナーで 聞いてみて下さい。 
 

着空港           　    米子空港発　　着空港着   
東　京（羽　　田）　　07：10　　08：30   
東　京（羽　　田）　　09：40　　11：00   
東　京（羽　　田）　　13：10　　14：30   
東　京（羽　　田）　　15：25　　16：45   
東　京（羽　　田）　　19：50　　21：10   
名古屋（中部国際）　　12：25　　13：30   
名古屋（中部国際）　　18：45　　19：45  
ソウル便（仁　川）　　12：10　　13：55   
発空港　　　　　 　  発空港発　米子空港着  
東　京（羽　　田）　　07：25　　08：40   
東　京（羽　　田）　　11：05　　12：20   
東　京（羽　　田）　　13：30　　14：45   
東　京（羽　　田）　　18：00　　19：15   
東　京（羽　　田）　　20：15　　21：30   
名古屋（中部国際）　　10：50　　12：00  
名古屋（中部国際）　　17：10　　18：10   
ソウル便（仁　川）　　09：50　　11：15   
※1は4/1～12の間（　8:00米子発⇒  9:20羽田着） 
※2は4/1～12の間（17:55羽田発⇒19:10米子着） 
※3は4/1～12の間（18:50羽田発⇒20:05米子着） 
発着時刻は変更になる場合があります。 
時刻・運賃のお問合せはＡＮＡ 0120-029-222 
連絡バス 
米子空港⇔米子駅　約30分 
米子空港⇔松江駅　約45分 

資料提供／ 
今井書店グループ 本の学校 

植田正治事務所代表の仲田薫子
氏と東京写真美術館・金子隆一氏
の監修により、印刷会社がオリジ
ナルのインク、特色《UEDAグレー》
を開発し、使用されている。あり
のままが重要視されがちな今だ
けれど、何年にもわたって山陰を
徹底的に演出し、切り取ってきた植田氏。どれほどのセンス
とエネルギーが必要だったかが凄みとして伝わってくる1冊。 
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美保関・青柴垣神事 
あおふしがきしんじ  

　　　雪の回廊ドライブ＆ 
おしどりウォッチング ツアー！ 
 

大山王
国 
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2日間のみ 
開催 

感動のブナの森ドライブ 

大山る～ぷバス遊悠 大山る～ぷバス遊悠 

出雲の国 社寺縁座の会   神仏霊場合同祭 
 安来市・清水寺を舞台に 
4月22日(土)～24日(月)の3日間開催！ 

ドラマティック大山 

ドラマティック大山 

※1

※2
※3

自伝・記念誌・・・あなただけの一冊を！ 

鳥取県米子市富益町米川西８番  TEL.０８５９-２８-５５５１ 
FAX.０８５９-４８-２０５８  E-mail : imaibp@imaibp.co.jp

04年11月、境漁港に巨大なマンボウが水揚げされました。その大
きさは畳3枚分。体長は何と2.8m、体高3m、重さは1.2トン！これが

「港の街・境港の新しい顔」としていよいよ3月18日、全国一の魚の剥
製史料館である「海とくらしの史料館」にお目見えします。標本製作費用

の一部を寄附したいと、企業・個人などからの応援も増え、一般公開を待ち望む
声も次第に高まっています。日本海側では珍しく、まだ生態がよく分かっていないマン
ボウを目の当たりにして、海のこと、地球のこと、生物のことなどを考えてみませんか！ 

■ 竹内克文　 
　 「Ｋａｔｓｕｆｕｍｉ　 
              Ｔａｋｅｕｃｈｉ」 
　 1.050円（税込） 

■ 植田正治写真集 
   「吹き抜ける風」（求龍堂） 
　 3.000円（税込） 

4月7日（金）見どころ「御船」 13:00～ 

3月18日（土） 
 巨大マンボウ見参！！ 

境港サ　　ロンコンサートで 
記念の100回目を飾る 
光長真理恵さん 
演奏者の息づかいさ
え聞こえ、しかも肩肘
が張らない。人気のサ
ロンコンサートがこの
4月、足かけ10年で
100回目に。その記
念の公演を、最もリクエストが多かったというソプ
ラノの光長さんが飾られることに。豊かな声量と感
情表現で、数多くのステージを重ねて来られた光長
さんは、鳥取県中部で開催の「アザレア音楽祭」に
毎年出演、演奏家クラブ「彩（いろどり）」の主メン
バーとしても活躍。地元の老人施設にも頻繁に出
向いて歌っておられ、最近では新しい「日本歌曲」
も数多くレパートリーに。かつて「文化不毛の地」
とさえ揶揄された境港に、奥田あきこ氏の遺志によ
ってシンフォニーガーデンが新設され、その志を発
展させ、今や多彩な文化の花々が開いた境港市。そ
んな市民活動を牽引してきたのがサロンコンサート。
クラシックから落語まで、あらゆるジャンルが取り上
げられ、そこに集う人たちが様々な協力関係を築け
たのは、人と人をつなぐ能力と、文化への愛情に溢
れる優れたスタッフの存在があったからこそ、と光
長さん。この流れを絶やさぬよう、ますます発展す
るように皆で応援したいものですね 

3月25日（土）・26日（日） 
3月中旬ともなると、閉鎖されていた大山環状道路
では大型ロータリーが豪快に雪をはね飛ばし、そこ
には巨大な雪の回廊が出現します。その回廊を通り、
鍵掛峠に立てば、屏風のように迫る真っ白な南壁。
静寂の中には一面のブナの森‥‥。地ビールが人
気のエバーランド奥大山で昼食をとったら、根雨の
オシドリ観察小屋へ。双眼鏡で見ると見事な銀杏羽
がすぐ間近に。その美しさに思わず感動します。根
雨の町並み散策も楽しい、この季節ならではの充実
のコースです。 
●米子駅前発／9:20～帰着予定／16:00（最小催行
人員・20名）●会費／大人4,800円●問い合わせ・申
込み先／チロル観光 フリーダイヤル0120-75-3305

4月中旬から11月まで毎日、午前と午後に催行
する待望のハーフデーツアー！季節ごとに彩りを
変える大山南壁の大パノラマ、ブナの森の魅力を満
喫し、みるくの里など山麓の人気のスポットを巡り
ます。参加人数に応じ、バスまたはタクシーを利用。
（最小催行人員は2名・料金は3,000円／入館料などは別途） 

●問い合わせ・申込先／TEL.0859-22-2103  日本交通旅行社 

4月29日（土） 
から運行開始！ 

宗教宗派、県境を超え、始まってからちょうど一年。 
静かな人気を呼んでいる「出雲の国神仏霊場巡り」
の合同祭が多彩な内容で執り行われます。 
22日(土)◆10年に一度の大わらじ奉納（10:00～14:30） 
23日(日)◆ 千日回峰行者「光永阿闍梨」との行脚 
(9:00～／清水寺～雲樹寺～武内神社を巡ります）●参加料／6,000
円（バス代・昼食代・保険料）50名限り・事前申込み要 

世界平和祈願祭(20社寺が一同に会した法要／11:00～)　 
24日(月)◆結願 (けちがん) 法要（9:00～14:00） 
※期間中毎日、放生会・懺悔(さんげ)供養祭が行われます。 

特別企画◆「清水寺」の名前の由来となった聖水(1400年間
湧きつづけている名水)を飲ませて頂ける上、厄除けのお加持を
授けて頂くことができます。 

精進料理まつり◆この3日間は、清水寺周辺の精進料理店3
店で、1,500円(税別)で精進料理を楽しこともできます。要予約 

【合同祭事特別企画】4月22日～5月31日まで、神仏霊場
巡りの方を対象に、5社寺で特別対応がなされます。 
9番／大神山神社(奥宮昇殿参拝)、10番／大山寺(阿弥陀堂特別
参拝)、11番／清水寺(内陣特別参拝)、12番／雲樹寺(庭園・寺宝
拝観と法話)、14番／八重垣神社(壁画と神社の説明) 
●問い合わせ　清水寺合同祭事係TEL 0854-22-2151

●マンボウお披露目式／10:00～ 
●講演会 ／10:30 ～ 

海とくらしの 
史料館に 

12月3日の「諸
手船神事」と対
をなす青柴垣
神事。美保神社
の祭神コトシロ
ヌシが国譲りを
承諾した後、青
柴垣をめぐらし
て船を傾けて隠れたという「国譲り」の故事を儀礼
化したものと言われています。神事は4月1日から
執り行われ9日まで。見どころとなるのが7日午後
の「御船」。船には平當、小忌人などと言った役割
の人たちが行列して乗船。その時、平當は神懸かり
状態で周りの人に支えられています。これは一体な
ぜ？やがて宮灘（神社前）に漕ぎだした船が着岸し、
巫女が乗船。この巫女が被る笠の模様が乗船の前
後で変わっているのにも何か訳が。出雲神話の不
思議を訪ねて、いざ美保関に！！ 
●お問合せ/TEL.0852-72-2811

今年は植田正治写
真美術館経由コー
スが新設され、停
車場も増えて運行ルートが充実。運行日数も増え
ていよいよGWに運行開始！！さらに嬉しいのが「乗
り放題」の料金体系。1日乗り放題で1,000円、循
環（る～ぷ）区間の乗り放題で500円。ぜひお試しを！！ 
●問い合わせ先／TEL.0859-31-9647（鳥取県西部県民
局・大山中海観光室）･TEL.0859-33-9116（日本交通米
子営業所）･TEL.0859-32-2123（日ノ丸自動車米子支店） 

境港 


